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Anschauung] 
カテ ゴ リ ー的対象を与える直観。 フッサー
ルによれば， 一般に意味志向は直観によって
充実される。 もっともこのことは， 判断， 想












るのであろうか。 つまりたとえば 「赤い A 」
ではなく，「 A が赤いこと」という〈事態〉
は何によって充実されているのであろうか。
この問題に捧げられた r論理学研究』 第 2 巻
第6章では， カテゴリ 一 的諸契機とは 「あ
るJ (Sein），「一 つ の」 （Ein），「す べ て の」













体， 不特定多数， 全 体 性， 基数， 選言肢，
…・・事態などが〈対象〉 と呼ばれ， そしてそ
れらを所与として現出させる作用が〈知覚〉












なのである。 昌弘⑧事態， 知覚， 直観 （柴田正良）
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